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（別紙様式第 3号）

論 文 要 旨

論文題目

Three-dimensional analysis of deformities of the radius and ulna 

in congenital proximal radioulnar synostosis 

（先天性撓尺骨癒合症の撓骨と尺骨に対する 3次元変形解析）

氏名 げ凍猜素令

｀ 



【 は じめ に 】 先天性近位撓尺骨癒合症は撓尺

骨が近位で癒合 し 前腕の回内 回外が不可

ム月ヒヒ と な る比較的 まれな先天性疾患であ る。 両

側例 ま たは片側例で回内強直位が 60 ° 以上の

症例は著明な ADL 障害を認め、 手術適応 と さ

れ て し) る。 し か し ヽ 術 前 の 回 内 強 直 位 が 強 い

症例や撓骨頭の後方脱臼 を認め る例では、 分

離授動術を行 つ た後 も十分 に可動域を得 られ

ない場合があ る その原因の つ と して
... 

゜
'---

れ ま で撓骨の変形が報告さ れ て きたが、 いず

れ も単純 レ ン 卜 ゲ ン像を用 いた 2 次元での評

価であ つ た。 本研 究の 目 的は本症の撓骨 と 尺

骨の変形を 3 次元解析 し、 その変形 と 前腕回

内強直位および撓骨頭脱臼 の位阻の関係 を検

討 す る
..,,. 

と であ る。I.... 

方法 2009 年か ら 2013 年に 当施設を受診 し

た 25 例 38 肢、 右 16 肢左 22 肢、 男児 17 例女児 8 

例 平均 6 才 （ 4 ~ 15)、 撓骨頭の後方脱臼 16

肢、 前方脱臼 14 肢、 脱臼な し 8 肢を対象 と し

た。 術前評価のため に撮影 した上腕骨 と撓骨、



尺骨の CT デ 夕 を 用 いて 3 次元骨モデルを作

成 した 骨モデルを用 いて コ ン ピ ユ 夕 上 で

前腕回内位を計測 した。 コ ン 卜 ロ ール群 と し

て正常骨 21 肢 か ら 骨モデルを作成 した。 骨 年

齢を マ ツ チさ せた正常骨 と変形骨 をそれぞれ

重ね合わせる ヽ と で 3 次元 変形 解析 を行 っ'--

た 。 前腕の回内強直位 と変形の間 に相関が見

ら れる か を検討 した。 また、 撓骨頭の後方脱

臼例 、 前方脱臼例、 脱臼な し 例 の間で撓骨

尺骨の変形を比較 した。 な お本 研究 は琉 球大

学の人 を対象 とする 医 学 系研究倫理審 査委員

会の承認を得て し＼ る。

結果 前腕の回内 強 直 位 は 平 均 50 ° であっ

た。 撓骨は平均 6 ゜ の尺屈変形、 平 均 3 ゜ の

屈 曲変形、 平均 18 ° の内旋変形を認めた。 尺

骨は平均 3 ゜ の撓屈変形、 平 均 4 ゜ の伸展変

形 、 平均 30 ° の 内旋変形を認めた 。 撓尺骨の

いずれの変形 も 回 内強直位 と相関 を認めた （ 

p<0.01 )。 椀骨頭の脱臼型で比較する と ヽ 後方脱

臼例では、 前方脱臼例や脱臼な し の例 に比べ



て撓骨の尺屈、 屈曲、 内旋変形が有意に強 ＜ 

(p<0.05)、 後方脱臼例 と脱臼な し例では尺骨の内

旋変形が有意に強か つ た (p<0.05)。

． ． 
―考察 3 次 元 変形解析に よ り 本症の前腕骨

，， 

の 複 雑 な 変 形 が 明 ら か と な つ た。 特に撓骨

尺 骨の内旋変形は本研究に よ り 初めて 示され

た 。 新鮮肢体 を 用 いた研究では 、 前腕骨の角

状変形や回旋変形が前腕回内可動域を制限す

る と報告 さ れて し) る。 本結果では撓骨 の屈曲

変 形 と撓骨 尺骨の内旋変形が高度な
...,. 

とが'-

分離術後の成組不良の原因のひとつであ る と

考え られた。 ま た、 変 形 と 回内強直位 と の間

に相関 を認めた
..,. 

と か ら 術前の回内強直位'-

が 強 い症例 に対 しては、 変形骨に角状変形 と

内旋変形の矯正骨切 り 術を加え る
..,,. 

と で分離'-

術後の成績が改善する可能性があ る と思われ

た。


